
２ 運営 

 

 

９０ 名取デジタルアーカイブ 

宮城県 名取市図書館 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 宮城県名取市増田 4 丁目

7－30 

職員数 19 人 

うち司書数 11 人 

蔵書数 約 210,000 冊 

利用登録者数 約 9,000 人 

年間貸出冊数 約 270,000 冊※ 

（児童用図書貸出数 約 120,000 冊） 

  
【テーマ】地域の課題解決、まちづくり 

【活動のねらい】 

 地域の様子が分かる古写真や古い広報誌、伝統芸能や昔話の語り
の様子をデジタル化し公開することで、市民の郷土に対する興味関
心を喚起し、郷土愛を育む。 

※新館オープン準備のため 2018 年９月～12 月中旬まで休館 
 

 
 
 

【対象】市民 

【頻度】随時公開 

【時期】2017 年度～ 

【整備・配置等した資源の内容】 

 デジタル化し HP で公開（地域の様子が分かる

古い写真、創刊からの過去の市報、市内の伝統

芸能や昔話語りの映像） 

【取組・活動内容の詳細、等】 

 古写真は、市の広報誌や HP、新聞等で市民に

提供を呼びかけ集めたもの、また、広報用で撮

影された古写真を市から借り受けたものを、ス

キャニングやトリミングし、データ登録したも

のから順次公開している。 

 広報なとりは、創刊（1957 年）から 2003 年

までをデジタルデータ化し、データ登録したも

のから順次公開。（2004 年以降は市 HP で公

開中） 

 市内の伝統芸能や昔話：撮影～編集はほぼ終わ

り、HP で公開中。 

 

 

 

 

 

 

パンフレット（表） 

パンフレット（裏） 
 
 

 
 

 HP 上で公開しつつ、年代や場所が特定できな

いものは市民に情報提供を呼びかけ、修正をか

けながら内容の充実に努めている。 

 近年、災害が多発していることから、過去の災

害については、災害毎に被害状況の写真をまと

め、防災意識の向上に繋がるよう工夫している。 

取組・活動の概要 

取組・活動の工夫や特徴 
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 HP を閲覧し、古写真についての情報提供も少

しずつあり、データの充実が図られつつある。 

 市制 60 周年事業で「写真でふりかえるパネル

展」を開催した際、市の担当部署にデータ提供

をするなどして連携を図った。 

 地区の広報誌や団体の会報誌等での使用希望

があり、地域を知るためのツールとしての認知

度も少しずつ高まっている。 

 現在は、パネルにした写真は館内での展示に止

まっているが、将来的には、回想法や学校教材

として使用できるよう貸し出しを行いたい。 

 QR コード入りステッカーを作成し、スマート

フォン等でかざすとその場所の古い写真など

が見ることができる「みてこれ」を構築した。 

 PR 不足もあり、市内の商店等への貼り出しは

現在数件のみであるため、今後協力店を増やし

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・活動の成果や今後の展望 


